






5。 音楽

●賛美歌の貢献

キリスト教礼拝における音楽の意義というの

は、たとえ中心的役割を持たないとしても、礼

拝の豊かさを生かすも殺すも音楽次第といって

良いほどに、大きいのではないでしょうか。

ルーテル教会の礼拝式文は、その多くの部分

を歌うことで進みますから、礼拝を音楽と切り

離して考えることはできません。宗教改革の時

代、ツヴィングリは、聖書に忠実であろうとす

るあまりに礼拝音楽を一切禁止し、チューリッ

ヒの市議会は、パイプオルガン破壊条例を出し

ました。カルヴァンは、ツヴィングリほど過激

ではありませんでしたが、礼拝での楽器の使

用、聖歌隊、典礼用音楽を廃して、詩編歌だけ

を採用しました。その点ルターはというと、い

つも良いものは良いと容認していく寛容さがあ

りまして、「音楽は神からの賜物であって、実

にすばらしい」、あるいは「音楽以上に価値あ

るものは、みことばぐらいしか見あたらない」

と言っているほど音楽愛好家だったのです。で

すから、礼拝の中にも積極的に音楽的要素を取

り入れましたし、彼自身30曲以上賛美歌を作曲

しました。そういった背景があったからこそ、

J,s.バッ八のような優れた教会音楽家を、ル

ーテル教会から輩出することになったのではな

いでしょうか。

音楽の持ち味が最も豊かに発揮されるのは、

会衆一同が賛美歌を歌うときではないでしょう

か。教会に詰めかけたキリス ト者一人ひとり

は、神への感謝 と賛美を礼拝の中で表現しま

す。各個人の神様への思いと感情はそれぞれ違
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っていますが、そのとき、もし各自が自分の気

持ちを自由に声に出し、歓声をあげた りすれ

ば、それはざわめきに聞こえるだけで、会堂内

には不調和な空気が漂ってしまいます。音楽が

持つ音色とリズム、そしてハーモニーは、私た

ちの勝手な気持ちや感情を、人間的な理解を超

えた方法で一つにしてくれます。そして、美し

く調和がとれた喜びと感謝の声となって神様に

向けられます。あるいは、悲しみと悔い改めの

祈 りとなって天に届きます。音楽なくして、そ

れは成し得ないことです。

教会音楽は、礼拝の中でいろんな用いられ方

があります。オルガンによる奏楽、聖歌隊、あ

るいは独唱とか器楽演奏による賛美もあるでし

ょう。どれをとっても神様からいただいた賜物

を十分に用いて、より美しく、そしてときによ

り精巧に、神を誉め称えてくれます。

しかし、なんといっても会衆が賛美歌を歌う

声に優る賛美はありません。礼拝 という空間

が、一人の人間のためでなく、信仰によって共

に生きる者たちが集い、心を一つにして神に祈

るためにあることを思うと、神様が最も耳を傾

けてくださるのは、全員の歌声ではないでしょ

うか。音楽は、信仰者が全員一緒になって神様

を賛美するためにあると言っても良いと思うの

です。

またルターは、会衆が歌 う賛美歌のことを

「会衆がおこなう説教」 と呼びました。賛美歌

の歌詞が、歌う一人ひとりにみことばを届けて

くれます。説教を聞いてもすぐ忘れるし、聖句

を暗唱しようと思ってもなかなかできません

が、メロディにのせてこれを歌うと、不思議と

覚えやすくなります。著名な名説教家のお話よ
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●賛美歌集

りも、ひょっとして賛美歌こそ最も心に残る説

教なのかもしれません。

ルターの賛辞を紹介するまでもなく、音楽は

神様が創造し、人間に与えてくださったこの上

ない表現手段です。

私たちの教会で用いられている賛美歌は「教

会讃美歌」と「讃美歌」があります。「讃美歌」

は初版が1903年 に出たあと、1931年、1954年 と

改訂を重ね、54年版が広く多くの教派で用いら

れるようになりました。やがてルーテル教会も

これを採用し、今日でも根強い人気があります

(「讃美歌」を採用するまでは「あがないの歌」

という独自の賛美歌集 もあったようです)。

1969年のアスマラ宣言を経てルーテル教会が自

給路線を歩み始めたころ、ルーテル教会独自の

賛美歌集が刊行 されました。1974年のことで

す。それまで十数年かけて準備されてきた「教

会讃美歌」が誕生します。54年版の「讃美歌」

の曲を収録するとともに、ドイツのコラールや

ルーテル教会を国教とする北欧の賛美歌、さら

には、ラテン、ギリシャの古い伝統を受け継ぐ

曲も取り入れているのが特徴です。また賛美歌

は、礼拝の中で歌われる会衆歌であるために、

声をそろえて斉唱することを念頭に編纂された

ことも特筆すべきです。

その後、日本の賛美歌事情は新たな時代を迎

え、近年各教派が次々と改訂版を刊行していま

す。日本基督教団は、54年版「讃美歌」を大改

訂することになり、1997年 2月、新たに「讃美

歌21」 を刊行しました。この賛美歌集の誕生は

他教派にも影響を与え、日本福音ルーテル教会

も、収録している30曲の「讃美歌」の版権の事
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●賛美歌を選ぶ

情から、2000年 2月 に「教会讃美歌」を部分改

訂しました。これまで、日本の賛美歌集の代名

詞的存在だった54年版「讃美歌」の時代も終わ

りを告げようとしています。

会衆が歌 う賛美歌が礼拝音楽の中心的存在で

あるということは、会衆賛美歌の用い方が問わ

れているということです。音楽は礼拝を豊かに

しますが、そのためには、賛美歌の用い方、選

び方を工夫する努力は欠かせません。会衆が歌

いたい賛美歌は、やはり入れたいでしょう。か

といって、いつも同じ賛美歌ばかりでは変化に

乏しくなります。説教者が会衆に歌ってもらい

たい賛美歌 もあります。期節に合った賛美歌も

選びたいでしょう。しかし、説教のテーマにあ

っているからといって説教者が選んでも、とて

も難しいメロディだった り、奏楽者がまだ弾き

慣れていない場合もあります。歌ったことのな

い新しい賛美歌にもぜひチャレンジしてもらい

たいものです。そういう意味で、賛美歌は会衆

が選び、奏楽者が選び、また説教者が選んで決

めるべきではないでしょうか。牧師が一人で選

ぶという性質のものではありません。このよう

にして、会衆が礼拝づくりの段階から参与する

ことが可能です。

さきほど、宗教改革者たちが音楽をどう観て

いたかについて述べました。ルター派の伝統の

中に立つとき、音楽のすばらしさを、ルターが

諸手を挙げて歓迎したことは喜ぶべきですが、

同時に、他の宗教改革者たちが慎重にならざる

をえなかった点へも注意を払うべきでしょう。

と言うのは、そのあまりの素晴らしさゆえに、

音楽は「魔物」だからです。礼拝の中で音楽が
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用いられるとき、音楽が、ときにみことばを圧

倒してしまうことはないでしょうか。極端な言

い方かもしれませんが、音に酔いしれてしまっ

て、みことばがかき消されてしまうことだって

起こり得ます。ネL拝における音楽は、いつもみ

ことばに奉仕する立場にあることを忘れてはな

りません。
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6 式文

●聖ネL典と

「アディアフォラ」

それでは、私たちが普段使っている「ルーテ

ル教会式文」を見ていきましょう。この式文

は、 19961年二0こ、 日本福音ルーテリレ教会と日本ル

ーテル教団が共同で編纂し、今日両教会の標準

式文になっています。礼拝式そのものだけでな

く、結婚式や葬儀、特別な諸行事の式次第や祈

りなども含まれている包括的なものとなってい

ます。

ルーテル教会式文の特徴は、やはリアウグス

ブルク信仰告白第 7条に集約されています。

唯一の聖なるキリスト教会は、つねに存在し、

存続すべきである。それは、全信徒の集まりで

あつて、その中で福音が純粋|こ説教され、聖礼

典 (サクラメント)が福音 |こ従つて与えられ
る。

この告白文は、礼拝の本質は福音の説教と聖

ネL典であるということを述べています。

キリス ト教の礼拝式は、教派によってずいぶ

んと違いがあります。宗教改革から生まれたプ

ロテスタント教会の中には、カトリック的伝統

を排除して、形式にとらわれない、全 く自由な

礼拝スタイルの教会があります。その一方で、

カトリック教会や聖公会では、伝統的な典礼を

重んじており、礼拝式文は始めから終わりまで

定まった形式で貫かれ、ほとんど自由はありま

せん。ルーテル教会は、いわば、この両極の中

間に位置 しています。伝統的な典礼を受け入

れ、それを重んじつつも、本質とそうでないも
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のを明確に区別しています。ここまででお分か

りの通 り、ルーテル教会において、礼拝の本質

とは、説教 と聖礼典 (洗礼 と聖餐)の ことで

す。そして、それ以外のものは、「神のことば

において、命じられも禁じられもしないで、単

に良い秩序と安寧のために教会に取り入れられ

た儀式」 (和協信条・梗概・第10条)と いうこ

とになります。このどちらでも良いことがら

を、アディアフォラといいます。この二つを明

確に区別していることが、ルーテル教会の礼拝

の大きな特徴といえます。

そうはいうものの、アディアフォラを濫用

し、新奇な要素を無分別に取り入れてしまうよ

うなことは厳に慎むべきでしょう。礼拝は公同

的であるという基本的性質を考慮すれば、一人

の牧師や信徒の思いつきや発想で、アディアフ

ォラの部分を自由に変えて良いということには

なりません。

ルーテル教会では、聖餐式を説教と並んで礼

拝の本質としているのですが、実際はどうかと

いうと、日本の教会の現状を見る限り (日本だ

けでもないようですが)、 そういう扱いになっ

ていないと言わざるを得ません。多くの教会で

は、聖餐式は毎月第一主日の礼拝においてのみ

実施しています。年に数回というプロテスタン

ト教会よりは「ちゃんとしている」のかもしれ

ませんが、これが本質であることを考えると、

回数を増やすことを考えても良いのではないで

しょうか。聖餐式の回数が増えると、その分、

パンとぶどう酒のありがたみが減るという意見

も聞きますが、本当にそうなのでしょうか。い

ずれにしても、これは、宗教改革以後のプロテ

スタント教会が辿った歴史と深い関係がありま
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●ルーテル教会式文

す。カ トリック教会に対する批i半」、みことばの

重視、さらには宗教改革以後、台頭してくる啓

蒙主義の影響のもと、今日のプロテスタント教

会があります。神学的におかしいからと、宗教

改革以後の伝統と歴史を一刀両断にしてしまう

ことが良いこととは思えません。今後、私たち

の教会でも、このことは繰り返し議論していく

必要があるでしょう。

ルーテル教会式文は礼拝式を五つの部門に区

分しています。

(1)開会の部
(2)み ことばの部
(3)奉献の部
(4)聖餐の部
(5)派遣の部
礼拝は神との交わりです。ですから礼拝は、

神の会衆への語りかけと、それに対して、会衆

が祈 りと賛美で応答するという形式で進みま

す。

神 との交わりである礼拝の中心 は、前半が

「みことばの部」であり、後半部が「聖餐の部」

です。特に「聖餐の部」では、パンとぶどう酒

のうちに現れた主イエスとの交わりが与えられ

ます。

五部門に別れた礼拝式のもう一つの大切な要

素は、会衆一人ひとりの互いの交わりです。礼

拝に集った一人ひとりが、人間同士互いに出会

い、言葉を交わします。

神に呼び集められた者たちが、神をあがめる

目的で集い、ここに礼拝共同体ができあがった

ことを確認します。

(1)開会の部
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●初めの歌

●み名による祝福

●罪の告自の勧め・

罪の告白・

赦しの祈願祝福

●キリエ (主よ)

●グロリア (栄光)

賛美歌や詩編唱を歌います。その日の礼拝の

目的や主題を示す歌が選ばれます。

これから始まる礼拝が、三位一体の神への礼

拝であることを、司式者が宣言します。

罪の告白は、元来司式者が礼拝準備段階で個

人的に祈っていた部分です。しかし、宗教改革

以後、ルター派教会で採用されるようになりま

した。

罪の告白をした会衆は、当然のこと神の赦し

を願います。以前の式文では、ここを「赦しの

宣言」と称していましたが、ルーテル教会式文

では「赦しの祈願祝福」となっています。これ

は、赦しがみことばと聖餐を通して与えられる

という神学的理解を重視することになったため

です。「ここで罪を告白し、司式者から赦しの

言葉を聞いたから、これで罪が赦され、神様に

面と向かって礼拝できるようになった」と考え

たいところですが、そうではありません。むし

ろここで、私たち自身の罪を再認識して礼拝に

臨むという心構えをします。

「主よ、あわれんで ください」 (ギ リシャ語

でキリエ エレイソン)を繰 り返します。罪の

告白同様、ここでも、罪を悔い神の憐れみを求

める祈 りをします。

もとは東方正教会の賛美で、 6世紀にロー

マ・カ トリック教会でも使われるようになりま

した。父、御子イエス・キリスト、そして聖霊

の神、それぞれの位格を賛美することで、三位

一体の神を讃える形式となっています。
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0 みことばの部
●祝福の挨拶

●特別の祈り

●旧約聖書、

使徒書の朗読

ここから、みことばの部になります。部門が

変わるために、ここで祝福の挨拶を交わしま

す。これは、部門が変わるたびにこのあとも出

てきますが、数人で司式を担当するならともか

く、通常は司式を一人の人が受け持つのがほと

んどですので、その場合はこの部分を省 くこと

もできます。

開会の部で、提示されたその日の礼拝の主題

に基づいて祈 ります。そういう意味では、開会

の部の締めくくりともいえますが、これから聴

くことになるみことばとのつながりをも示して

いるので、みことばの部に入っています。

ルーテル教会では、主日礼拝の聖書箇所を説

教者が自由に選択するのではなく、聖書日課に

基づいて割り当てられた箇所を読みます。そし

て、 1日約、使徒書、福音書それぞれから、毎週

の礼拝でみことばを聴きます。

旧約聖書の朗読箇所は、通常その日の福音書

と関連したところが読まれます。神の救いの出

来事は、すでに旧約時代から始まっていること

を、こうして告知します。

使徒書および黙示録は、第二朗読で取り上げ

ます。使徒書には、初代教会の様子が具体的に

描かれていて、それを読み、聞くことで、あた

かもパウロたちが今日の教会にも書簡を通して

語りかけているようです。

●八レルヤ唱または詠唱 ハレルヤと主を讃えることで、この直後に聴
く福音書のキリストと彼の言葉を迎えます。
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●福音書の朗読     聖書朗読のクライマックスがここにやってき
ます。主イエス・キリストが、聖書のみことば

として、ここで会衆に現臨します。会衆は、そ

れを「聴く」ことによって体験します。パウロ

は言っています、「実に、信仰は聞くことによ

り、しかも、キリストの言葉を聞くことによつ

ローマ10:17 て始まるのです。」

●みことばの歌 その日の礼拝の中心主題を示す賛美歌をここ

で歌います。

●説教 その日のために選ばれた聖書箇所に基づい

て、主のみことばが、今日の状況の中で語られ

ます。

●感謝の歌 聖書朗読と説教を通して福音をいただいた感

謝を歌い、喜びとともに神を賛美します。

●信仰の告白 ルーテル教会式文では、みことばへの応答と

して信仰を告自します。

信仰の告自の由来は洗礼式です。受洗志願し

た人たちが、洗礼を受ける前に告白していた言

葉が、 5世紀頃から礼拝の中でも唱えられるよ

うになりました。ルーテル教会式文のニケヤ信

条では、告白文の主語が「私」になっています

が、ギリシャ語原文だと「私たち」となってい

ます。礼拝の公同性、あるいは礼拝共同体とし

ての教会であることを考えると、ここは原文通

り「私たち」のほうが適当という意見がありま

す。

ルーテル教会式文には、使徒信条とニケヤ信

条の使い分けについて説明があります。そし

て、その規定は、ゆるやかな表現になっていま
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0 奉献の部
●奉献と奉献唱

す。しかしながらその一方で、その日の礼拝が

どのような礼拝であっても、洗礼や堅信礼が行

われるときには使徒信条を用いるべしという強

い主張もあります。これは、使徒信条が、初期

の教会での洗礼式で使われた信仰告白文をもと

に成 り立っているからです。

ところで、司式者は、どこを向いてこれを唱

えれば良いのか迷うところです。というのは、

信仰告白は、神へと向かう告白という意味では

祈りですが、もう一つの意義として、世界へ向

けての信仰宣言でもあるからです。ルーテル教

会式文にも、はっきりとした規定はありませ

ん。

ここで献金を、そして場合によっては聖餐の

ためのパンとぶどう酒をささげます。献金は、

私自身を神にささげますという気持ちを象徴す

るささげものです。なお、ささげられた献金を

聖壇上に置 くのは、それが主の食卓であること

を考えると、意味あることとはいえません。
パンとぶどう酒をここでささげるのは、人間

の手で作られたこの食物を神がご自身のご用に

用いてくださることを覚えるためです。設定辞

の文言でいうならば、「主イエス・ キリストは、
……パンを取 り、感謝し、これを裂き、弟子た

ちに与えて」 という一連の行為の中のパンとぶ

どう酒を「取る」という行為に該当します。

奉献のとき一緒に歌う奉献唱は、詩編51編で

す。これは、ダビデがバ ト・ シェバと通じてそ

の罪を預言者ナタンに指摘されたとき、「私は

主の前に罪をおかした」と告白して打ちひしが

●奉献唱
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●奉献の祈り

④ 聖餐の部
●聖餐の歌

●序詞

●その日の序詞

●サンクトウス

れるダビデが歌った詩です。犯 した罪を告白

し、悔い改めて自分自身を神にささげようとす

るダビデの思いが、そのまま礼拝する私たちの

思いであることを表しています。

詩編51編のダビデの心境でささげものをした

会衆の気持ちを、ここでもう一度神に申し述べ

ます。奉献唱と意味合いが似ているので、いさ

さか重複的ではありますが、信徒が砕かれた心

を自分の言葉で自由に表明できる部分でもあ

り、有意義です。

聖餐をテーマにした賛美歌を歌います。この

間に司式者は、聖餐式の準備を整えます。

ここから、聖餐式の中核をなす「感謝 (ユー

カリスト)の祈り」が始まります。司式者は、
ここから、感謝の祈りをささげることを示し、

サクラメントの秘義へと向かう参加者の心を整

えます。

イエス・キリストによって完成した救いの感

謝を、父なる神に向かって祈ります。この部分

は、言辞が教会暦によって変化しますので、

「その日の序詞」となっています。

聖餐を感謝する賛美を歌います。前半部の

「グロリア」に相当する部分です。預言者イザ

ヤが神殿で見た幻の中で、天使が唱えた歌を使

って賛美します。これから起 こる聖餐の神秘

が、イザヤの体験を通して具現します。
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●設定 元となっている聖書箇所は、ルカ福音書22章

と第一コリント11章のパウロによる主の晩餐の

記事です。ここに記されたキリストの命令に従

って、パンとぶどう酒が祝福されます。

ルーテル教会式文には、設定辞は 3種類紹介
してあります。多 くの教会では (一)を用いて
いるのが現状ではないかと思います。 (一)に
は、キリス トによる設定の言葉だけしかありま

せん。設定の言葉だけが使われるようになった

のは、ルターが作った式文がそうだったからで

す。これは、ルターが、聖餐式における犠牲的

表現をローマ典礼式文から取 り除くために、感

謝の祈りの主要部分をもひとまとめにして削除

してしまったからです。

しかしながら、聖餐式が神への感謝 (ユーカ

リスト)の祈 りから成り立っていることを考え
ると、ローマ典礼に盛り込まれている神の救い

のみわざに対する感謝の言葉、たとえば創造の

わざ、アブラハムの祝福、エジプトからの救済

といった歴史の中の出来事を一つ一つ数え上げ

て感謝することは、とても意味のあることでは

ないでしょうか。そしてなんと言っても、イエ

スご自身、最後の晩餐でパンとぶどう酒を祝福

して祈りをささげたとき、伝統に従ってこのよ

うに祈ったでありましょう。

そういう意味で (三)は、神の救いの歴史を
振 り返 りつつ、さらにはローマ典礼文に則 し

て、過去に起 こった主のみわざを今ここに想い

起こし (ア ナムネーシス)、 聖霊によるパンと

ぶどう酒の祝福 を祈っている (エ ピクレーシ

ス)ので、内容的にこれがもっともふさわしい
といえるでしょう。
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●主の祈り

●平和の挨拶

●アグヌス デイ

(神の小羊)

一連の感謝 (ユーカリスト)の祈りは、主の

祈 りで締めくくります。聖餐によってみ国の祝

宴を先取りする私たちが祈り求めるのは、み国

の到来です。ですから、主の祈 りによって「み

国が来ますように」と祈るのです。

キリストによる赦しをいただいた私たちは、

この世にあって平和に生きることを願っていま

す。従って、この部分で会衆一人ひとりが、豊

かで平和な交わりをお互いに表明しようとしま

す。欧米の教会では、この箇所で会衆が席を立

ち離れて、周囲の人々と握手をして、にこやか

に挨拶を交わしている光景をよくみかけます。

日本の教会でも取り入れてうまくいっている教

会もあるようですが、導入はなかなか難しいよ

うです。いずれにしても、式文にある司式者と

会衆の応答だけでは、平和を十分表現できてい

ないのは確かです。

アグヌス デイは、 8世紀初頭にローマ典礼

に入ってきました。パンとぶどう酒の形をとっ

て、現在 (現臨)してくださるキリストを迎え

て、礼拝者はヨハネ福音書 1章の洗礼者ヨハネ

の言葉を唱えて主を讃えます。

●聖餐への招きと聖餐  ここでパンとぶどう酒が配られます。

●聖餐の感謝 聖餐の恵みをいただいた感謝をささげます。

詩編136編 1節を用いて唱えます。

0 派遣の部
●ヌンク ディミティス  ここでは、ルカ2章のシメオンの賛歌といわ
(今こそ去ります) れる歌を歌います。パンとぶどう酒をいただ
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●教会の祈り

●祝福

●終わりの歌

き、救い主イエスに出会った礼拝者の気持ち

は、生まれて間もないイエスを抱っこして、言

いしれぬ喜びに浸るシメオンのうちに見いだす

ことができます。この大いなる喜びを受けて、

私たちは再び社会の現場へと遣わされるので

す。

いよいよ礼拝が終わ り、社会へと向かう私た

ちは、ここで頭の切 り替えをしなければなりま

せん。神との豊かな交わりをいただいた礼拝者

に対 して、神は宣教 という働きを託 していま

す。この世という私たちの社会は、さまざまな

問題を抱えた、いわば宣教の最前線 ともいえま

す。教会の祈りは、そういつた私たちの中にあ

るさまざまな現実的な問題の解決を、神に祈り

求めることです。つまり、とりなしの祈りで

す。礼拝者である私たち自身が、その課題のた

めに遣わされ、主の宣教の働きを担っていくこ

とを自覚するとともに、その働きを主が導いて

くださることを祈ります。

礼拝の締めくくりとして、神の祝福の宣言を

受けます。私たちがこの世にあってどのような

境遇に立とうとも、神が私たちと常にともにい

て、導き助けてくださるという確信を与えられ

ます。

神をもう一度賛美して礼拝を終わります。
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7.司式者の役割
●全信徒祭司性 司式者の役割について論じる前に、ルーテル

教会では誰が司式者なのかを考えてみましょ

う。通常、司式者はその教会の牧師が務めてい

ます。そういう光景を見慣れてくると、礼拝の

司式は、牧師がするものと決めつけてしまいが

ちですが、そうではありません。

前半でも述べたことですが、ルーテル教会に

は「全信徒祭司性」という考え方があります。

これはルターが示した宗教改革の大切な原理で

す。「キリスト者の自由」の中でルターはこう

述べています。

「さて、キリストは栄誉と品位とを備えた初子

(ういご)の特権をおもち|こなるが、これをご

自身|こ属するすべてのキリスト者|こも分け与え

て、彼らもまた、信仰 |こよつてキリストとも|こ

みな王となり、祭司となるよう|こして<ださ
る。聖ベトロがベトロの第一の手紙第 2章 9節

|こ『あなたがたは祭司的な王であり、王的な祭

司である』(ルター訳)と言つているとおりで

ある。」

ルターは、ここのみならず、彼の生涯にわた

る数々の著作で、この考え方を述べています。

キリス ト者は、おしなべて祭司だということで

す。教皇であろうが一人の信徒であろうが、等

しく神の前に立ち同様に祈ることができるとい

うのです。

ですからルーテル教会の礼拝において、司式

者は決して牧師だけでなく、すべての信徒がそ

の務めを受けもつことができるのです。
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●祭司と司式者 この原理を、そのまま私たちの礼拝に当ては

めて考えようとしないで、今日の教会秩序の中

でこれをどう取り入れるかということが大切で

す。そのとき、まず考えねばならないのは、ル

ターがいうところの祭司と、私たちがいう礼拝

司式者の区別です。

ルターは「キリスト者の自由」の中で祭司の

務めについてこう言っています。

「祭司の務めは、われわれを神の前 |こ出て、他

の人々のため|こ祈る |こ値する者 |こするからであ

る。神の目の前に立つて祈るということは、祭

司以外の誰 |こも許されないことである。」

「他の人々のために祈る」、「神の目の前に立

っている」ことは、祭司だけができることとい

う表現からすると、ルターが描く祭司像は、1日

約聖書に登場する祭司に近い存在といえます。

神殿で犠牲をささげて神に祈る祭司は、そうす

ることで神と人との間に立って、両者の執り成

しをするのです。仲保者としての働きを担って

いました。

キリスト者にとって、仲保者はただ一人、イ

エス・キリストです。イエスこそが私たちと神

を執 り成してくださるお方です。ヘブライ人へ

の手紙は、イエスのことを大祭司と呼んでいま

すが、ルターがいうところの全信徒の祭司性

を、ユダヤ教の序列にならって大祭司イエスと

連続すると、理解することはできません。なぜ

ならば、イエスとキリスト者の間には、仲保す

る者 とされる者という明確な立場の違いがある

からです。

以上の点から、全信徒祭司性でいうところの
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●司式者と司会者

祭司と、私たちの礼拝の司式者は、区別する必

要があります。司式者は、たとえ牧師であって

も、また信徒であっても、神と礼拝者の間をと

りもつ仲保者ではありません。

次に、司式者と司会者という二つの務めを比

較してみようと思います。ここで司会者という

のは、なんらかの会の進行役のことです。司式

者は礼拝の進行役でしょうか。礼拝が、始めか

ら終わりまでつつがなく執 り行われるよう配慮

することが、司式者の役割でしょうか。決して

そうではないことは、ルーテル教会の礼拝を経

験している方ならおわかりでしょう。

司式者は、礼拝の中でいろんな行為をしま

す。次に歌う賛美歌の番号お知らせ係ではあり

ません。説教者を紹介することではありませ

ん。あるいは「祈りましょう」と呼びかけるだ

けでもないのです。

司式者は

■式文に従って、みことばを告知します。

■会衆を先導し、ともに祈 ります。

■会衆を礼拝共同体へと整えて、礼拝する民を

一つにします。

■聖書朗読 というみことばの奉仕もします。

■聖餐式と洗礼式を執行するのも司式者の役目

です。

ルターが掲げた祭司の七つの務めのいくつか

がここにあります (LAOS講座「信徒 として
生きる」12頁参照)。

こういった大きな務めを司式者 (祭司)とし
て担うためには、それを全うするための訓練を

必要とします。また一つ一つの行為についての

理解を深めるために、学習も欠かせません。訓
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●聖礼典の執行

練と学習を積むことで、司式者としての心構え

と技量を身につけることが求められます。器用

な人ならば、何回か礼拝に出ているうちに、そ

ういった訓練や学習をしなくても司式者の語 り

方や間の取 り方、所作を見よう見まねでできる

ようになるかもしれません。しかし、語りや所

作を模倣してできることと、その役割を自覚し

て責任を持って遂行することには、大きな隔た

りがあります。

これは、司式者の役割の中でも、特に責任が

重く重要です。なぜならば、聖礼典は、それを

通して神が直接礼拝者に働きかけてくる行為で

あり、これを中心的に取 りはからう責任が、司

式者にあるからです。全信徒祭司性 という原理

があっても、按手を受けていないキリスト者が

これを取 り仕切るというのは、明らかに通常の

ことではありません。信徒が司式者 として聖礼

典を執行する場合には、そうしなければならな

い正当な理由があるはずです。例えば、ルーテ

ル教会式文には、緊急の洗礼用式文があって、

その指示書 きにはこうあります。「牧師を招 く

時間がない場合、すべての信徒は緊急の洗礼を

授けることができる」。そして、速やかに洗礼

の執行を牧師に報告することを義務づけていま

す。このような、秩序と教会内の承諾があって

初めて、信徒による聖礼典の執行を正当とみな

すことが
｀
できます。

礼拝の最後の祝福の宣言も、按手を受けた者

に委ねるべきか、そうでないかの議論がありま

す。ルーテル教会式文には、聖餐式の場合同

様、信徒による祝福については言及していませ

●祝福
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ん。

以上のことから結論づけるとすれば、司式者

の役割は、神と教会の委託によって上記の務め

を責任を持って執り行うことと言えます。

[44]
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B.まとめ

●牧師と信徒の共同

●礼拝を作ろう

今日、信徒の宣教活動への参与がますます必

要な時代になってきました。それはなにも、礼

拝でのイ動きに限ったことではありません。これ

まで牧師に任されていた牧会行為全般について

もいえることです。 こういう時代にあってこ

そ、全信徒祭司性という教会原理が生かされる

でしょうし、あるいはまた、どこまでそれが有

効であるかが試されることになります。牧師も

信徒も、等しくすべてキリスト者は、神と教会

から、宣教という神のみわざを託されていま

す。両者がしっかりとした信頼関係をそこに築

き、秩序を守りながら、共通のみわざに励んで

いきたいものです。

牧師と信徒の共同が全信徒祭司性の持ち味の

一つであるならば、それを実行する一つの大胆
。な取り組みとして、それぞれの教会で独自に礼

拝式を作ってみてはいかがでしょうか。

私たちは、礼拝式文を変えてはならないと決

めつけていないでしょうか。ルーテル教会の礼

拝式文は、宗教改革時以来、そのまま今日まで

伝えられていると思っていないでしょうか。た

しかに基本的にはそうです。みことばと聖礼典

をはじめ、伝統的なスタイルが受け継がれてい

ます。しかし、細かなところを見ていくと、地

域によって、あるいは時代によってばらつきが

あるのも事実です。ルターは二つの礼拝式文を

書きました。一つは、ラテン語で大学や教育機

関用に、 もう一つはドイツ語で、これは地域の

教会での使用を考えて作っています。そして、

この二つは、式の流れがそっくりそのまま同じ
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ではありません。ネL拝式は、それぞれの教会の

実情に見合った形式であって良いし、また、そ

のように整えていくべきです。そうしてこそ、

宣教を視野に入れた礼拝作りといえるでしよ

う。ルーテル教会式文の礼拝式には、いくつか

のオプションがありますので、その中からの選

択も可能です。主の祈 りや使徒信条を文語訳か

ら国語訳にする、子どもたちとの合同礼拝、古

典的な賛美歌だけでなく、アジアやアフリカの

賛美歌や、現代風のワーシップソングを取り入

れるといった試みは、すでに多くの教会で始ま

っています。教会に、作曲の賜物をもつ信徒が

いれば、信徒による作詞作曲の賛美歌を歌った

り、式文の中で歌うメロディを独自のものに変

えてみるなどというのはどうでしょうか。

言うまでもないことですが、こういった試み

を、牧師一人や役員会だけで決定して実施する

のではなく、信徒レベルで十分に話し合い、良

い点悪い点などを検討しながら、最終的には教

会全体で承認するというプロセスを取 ります。

そのためには、教会全体が礼拝について学ぶこ

とが不可欠です。ネL拝を作るということは、と

りもなおさずネL拝を学ぶということです。礼拝

の学びなくして礼拝に手を加えることはできま

せん。教会全体で礼拝についてともに学ぶとい

う経験が、信徒一人ひとりの礼拝生活を結果的

に豊かにします。礼拝の意味を、信徒がもっと

深く考えるようになります。一つ一つの動作や

行為に対して、おざなりでなく、もっと心がこ

もるでしょう。そこから、教会全体が宣教活動

に積極的に取 り組み始めることでしょう。
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